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　９月11日、第１回くずまきゼミが行われ、１年生
45人が「防災」について学びました。町総務課防災
対策専門員の橋本明さんが講師を務め、過去の自然
災害や自身の経験談を交えながら災害の恐ろしさや
命の尊さなどについて講義を行い、「高校生の皆さん
にはまずは自分の命を守ってほしい。皆さんの行動
が多くの人を救います」と防災に取り組む意義を改
めて高校生へ伝えました。
　橋本さんから災害現場の体験談が語られると、高
校生はより一層真剣な面持ちで話を聞いていました。
上打田内拓

た く ま
真さん（１年）は「自然災害の怖さを改

めて感じた。災害時にはまず自分の命を守り、周り
の人も助けられるような行動をしたい」と話し、改
めて防災について考える貴重な時間となりました。
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令和７年度のくずまき山村留学生を募集します令和７年度のくずまき山村留学生を募集します

△歓迎のあいさつ
をする鈴木町長
◁くずま～る内を
見学する参加者

　町は、令和７年度に「くずまき　町は、令和７年度に「くずまき
山村留学生」として岩手県立葛巻山村留学生」として岩手県立葛巻
高等学校に入学する生徒を全国か高等学校に入学する生徒を全国か
ら募集します。詳しくはお問い合ら募集します。詳しくはお問い合
わせください。わせください。
▶▶募集定員募集定員
　15人　15人
▶対象者▶対象者
　①葛巻高校への入学を希望し、保護者の承諾を　①葛巻高校への入学を希望し、保護者の承諾を
　　得られる者　　得られる者
　②高校生としての自覚を持って規則などを守り、　②高校生としての自覚を持って規則などを守り、
　　心身ともに健康で自立した生活を送ることの　　心身ともに健康で自立した生活を送ることの
　　できる者　　できる者

▶申込方法▶申込方法
　　在学中学校長を通じて、必要書類を町教育委員会在学中学校長を通じて、必要書類を町教育委員会
事務局こども教育課に郵送または持参により提出事務局こども教育課に郵送または持参により提出
▶申込期限▶申込期限
　11月15日㈮まで　11月15日㈮まで（必着）（必着）
▶面接試験▶面接試験
　①12月14日㈯　複合庁舎くずま～る（葛巻町）　①12月14日㈯　複合庁舎くずま～る（葛巻町）
　②12月15日㈰　移住・交流情報ガーデン（東京都）　②12月15日㈰　移住・交流情報ガーデン（東京都）
　※�合格者は岩手県立葛巻高等学校の入学選抜試　※�合格者は岩手県立葛巻高等学校の入学選抜試
験を受験します。日程は岩手県内と岩手県外験を受験します。日程は岩手県内と岩手県外
の生徒で異なりますので詳しくは町ホームの生徒で異なりますので詳しくは町ホーム
ページをご確認ください。ページをご確認ください。

問こども教育課☎65-8989問こども教育課☎65-8989
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こんにちは。
最近はちょっと忙し
くて懸垂できてない
です。

真剣な面持ちで講義を聞く生徒たち

　葛巻町の特色ある取り組みをさまざま
な分野から学ぶことで、生徒一人一人の
「新たな発見」や「さらなる探究」を推進
するため、令和６年度から取り組んでい
る内容です。
　毎回、各分野の専門家や取り組みに携
わる方々を招いて、講話や体験を行います。

　２回目以降のくずまきゼミでは町の林
業、酪農、情報通信や高齢者福祉などを
テーマに学びを深めます。

葛巻高校が取り組む
　くずまきゼミってなに？


